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袋井市総合教育会議 会議録（要旨） 

 会   議   名  令和５年度第１回総合教育会議 

  招 集 日 時   令和５年７月18日(火)午後１時15分 

  会 議 時 間   午後１時15分から午後２時50分まで（１時間35分） 

  場      所   教育会館３階 ICT研修室 

  出   席   者 

 

 

 

  大場規之  市長 

鈴木一吉  教育長 

 鈴木万里子 委員 

 大谷純應  委員 

溝口知秀  委員 

吉田陽子  委員 

 （計：６人） 

  欠   席   者 無し 

  傍   聴   者   無し 

  当 局 出 席 者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 石黒克明  教育部長 

山本裕祥  教育監 

大庭尚文  生涯学習課長 

小久江暁子 袋井図書館長 

白井啓子  袋井図書館次長 

神田明治  学校教育課長 

北浦 崇  学校教育課指導係長 

中村悟史  魅力ある部活動推進室長 

山本 浩  教育企画課長 

松井健尋  教育企画課主幹兼教育総務係長 

 （計：10人）             （合計：16人） 

  会議に付した 

 事 件 

 別紙「令和５年度 第１回袋井市総合教育会議日程」のとお

り 
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令和５年度 第１回袋井市総合教育会議 次第 
 

日時：令和５年７月 18 日（火） 

午後１時 15 分  

場所：教育会館ＩＣＴ研修室 

 

 

１ 開 会 

 

 

２ 市長あいさつ 

 

 

３ 議 事 

子どもが自ら読書を楽しむまちをめざして ～より深く生きる力を育むために～  

 

 

４ 閉 会 
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１ 開会 

●教育部長 

改めまして、こんにちは。定刻となりましたので、ただ今より令和５年度第一回の袋井

市総合教育会議を開催させていただきます。暑い日が続きますところ、ご出席ありがとう

ございます。私の子供の頃の思い出ですと、この暑い夏に涼むため、遊びのためにはある

ショッピングセンターで涼み、勉強のためには図書館の自主学習コーナーで勉強していた

思い出があったなと、夏を振り返ると思いますが、今日はみなさんの熱い議論で、このク

ーラーの効いた部屋が外気と同じぐらい暑くなるような、いろんなお話が聞けたらと思っ

ております。よろしくお願いいたします。 

 

２ 会議録署名委員の指名 

●教育部長 

  鈴木委員 と 溝口委員 を指名 

 

３ 市長あいさつ 

●大場市長 

みなさんこんにちは。本日は、大変お暑い中お集まりいただきまして、本当にありがと

うございます。先ほど、教育部長はショッピングセンターで休み、図書館で学びと素晴ら

しい学生生活を過ごされたなと思っております。ええ、私は宇刈大日という本当に袋井で

も一番奥で山の中で育ちましたので、夏は必ず宇刈川で魚捕りと決まっておりました。朝

から夕方まで魚を取って過ごしていました。当時は本当にあの用水も、自然の用水が縦横

無尽に走っておりまして、河に飽きたら用水に行ってタニシをとるみたいな、様々な自然

が今以上に残っていたなと思いながら、今お話を伺っておりました。私も叶うことならシ

ョッピングセンターでと言うところですけれども、そうした街へ出てこないと、そういう

環境がなかったものですから、そんな子供時代を過ごしたのを思い出しました。 

さて、本日は総合教育会議と言うことでございます。石黒部長の方からもありましたけ

れども、今年度初めてということになります。この総合教育会議は法律に基づきまして、

みなさま方教育委員と、そして市長とが情報交換をして、市内における教育政策について

情報交換をしながら方向性を確認すると言う場でございます。今日もどうぞよろしくお願

いしたいと存じます。 

私自身ですね、市長になる前、民間の教育関係の仕事をしておりまして、さまざまな部

分でこの袋井市の教育を良くして行くためには、体験に基づいた活動を子供たちにぜひ知

ってもらいたい、増やして行きたいという思いでまいりました。そうした中で、社会性を

養っていくということが大切で、大事だろうというところでございます。その中におい

て、図書館や児童館など子供たちが本に触れたり、各種の体験ができたりする施設の充実

が必要であると思っております。先ほどの石黒部長もですね、体験ということで、図書館

に夏休み行かれたということであります。そうした大人になっても語れるような体験を一

つでも二つでも増やしたいというところでございます。 

一方、昨今のＩＣＴ技術の劇的な革新に伴いまして、子どもたちを取り巻く環境は大き

く変化をしております。デジタル媒体やコンテンツに慣れ親しむことで、本などの紙媒体
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と出会う機会を向き合い方が変わってきている状況です。このため、教育の現場におきま

しても、現在の子どもたちの特性に寄り添った環境づくりやアプローチが必要であろうと

思っております。本日の会議では、「子どもが自ら読書を楽しむまちをめざして ～より

深く生きる力を育むために～」ということで、こちらをテーマに皆様と意見交換をしなが

ら、袋井市における図書政策、とりわけ、子供と読書の関係について、みなさんと議論を

重ねて、今後の政策の方向性を共有してまいりたいと存じます。 

本市では、『教育大綱』において「心豊かな人づくり」を基本理念として掲げておりま

す。この具現化に向けた要件の一つとして、「学びたい時に、誰もが学ぶことができる環

境を整える」ということを基本方針として重ねております。また、『総合計画』において

も、取り組みの一つである「教養ゆたかな人づくり」に向けた基本方針として、「読書活

動の推進と図書館機能の拡充」を掲げまして、様々な世代の市民が読書に親しみ、読書習

慣を身につける活動を推進するとともに、図書館が本を通じて市民が交流し、学び合う場

となるように、図書館機能の拡充に取り組んでいるところでございます。 

この中において、市では令和３年度に第４次の「袋井市子ども読書活動推進計画」を策

定致しまして、子どもの読書環境の整備に取り組んでいるところでございますが、本日は

その子どもの読書環境の充実に向けまして、本市の現状を確認していただきますととも

に、抱えている課題もいくつかございますので、その解消のために本市が向かうべき方向

性、必要となる施策などにつきまして、みなさまと協議をしてまいりたいと存じます。ぜ

ひ忌憚のないご意見を頂けますよう、よろしく申し上げまして、私のご挨拶とさせていた

だきます。よろしくお願い致します。 

 

４ 議事 

子どもが自ら読書を楽しむまちをめざして～より深く生きる力を育むために～ 

 

●石黒教育部長 

 それでは早速内容に入って参りたいと存じますが、本日、この会議を開くにあたって、

事前に資料を委員のみなさまにはお配りしてございます。前半少し使いまして、前の映像

でポイントを担当者から説明をさせていただいたのち協議という形になります。協議の段

階では、委員のみなさま方に向かい合うコの字の形に席を変えさせていただいて、議論を

していただくと言う流れになっておりますので、よろしくお願いいたします。それでは議

事に入ります。ここからの進行につきましては、市長にお願いをいたします。 

 

●大場市長 

 それでは議事に入らせていただきます。協議は全ての説明が終わったのちに、まとめて

行うと言う形にさせていただきます。はじめに、「子どもが自ら読書を楽しむまちをめざ

して ～より深く生きる力を育むために～」というテーマにて事務局より説明をお願いし

ます。 

 

●袋井図書館長 

資料に基づき説明 
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●大場市長 

はい、ありがとうございます。以上が事務局の説明となります。今のかいつまんだ説明

ではございましたけれども、事前にお目通ししていただいて、説明も受けているというこ

とでございますので、今回の説明に限らず、この資料上の説明、また色々と日々疑問等感

じているいらっしゃることがあれば、自由にご質問していただければと存じます。そうい

ったことも含めて協議と言う時間にさせていただきます。本日は、具体的な何か結論を出

すと言うことではなくて、みなさまから幅広な意見をいただく中で、子どもの読書環境の

充実、これに対して、本市が取り組むべき政策の方向性を形にして行ければと考えており

ますので、様々な視点から、また観点からご意見を頂戴したいと思います。どうぞよろし

くお願いいたします。 

どうでしょうか。どなたか口火を切っていただける方がいらっしゃればありがたいです

が。 

 

●吉田委員 

まず一点お願いします。学校図書の充実という意味で、この時代なので、電子書籍の導

入を考えていただきたいなと思っています。やはり子供の話を聞くと、例えば教科書で図

書を紹介されて、これを読みたいと思っても、同じ学年でみんなそれを見て殺到して、読

みたいと思った時に借りられていて読めない、それで待っている間に興味をなくしてしま

うということがあるので、興味を持った時に、本来なら紙がベストなのですけれども、取

っ掛かりとして電子書籍でも読めると、読書環境の充実という意味では寄与できるのでは

ないかなと思います。 

 

●大場市長 

はい、ありがとうございます。学校図書館の最新システムの状況ですが、資料30ページ

に、各学校にどのようなシステムがあって、どういう更新がされているかということが載

っております。これが2023年の資料と思えないような、ネットワークにもつながっていな

いような旧式のシステムが単独で動いているという状況でございます。今、電子書籍とい

う話がありましたけれども、残念ながら今は電子書籍とはほど遠い環境ということになっ

ております。今、吉田委員がおっしゃっていただいたような、そういう時代が今私たちの

時代ですので、一刻も早くそういう状況を作りたいと思っております。その辺りについ

て、図書館の側から補足や状況説明、また今後に向けての何かあれば説明をお願いしま

す。 

 

●袋井図書館長 

電子書籍は図書館としても導入を考えております。ただ、図書館で入れても、結局、１

ライセンスしか使えないので、同じように子供たちが一斉に来ても順番にという状況にな

ってしまいます。ただ、学校として入れると、そういう契約であれば、子供達に一冊の本

をみんなで読めるというようなことも出来るので、そういったものを入れていけば、市立

図書館とは切り離して学校図書館用に電子書籍を入れていくということも可能ですと、こ
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の前ちょうど業者が来て言っておりました。ただ金額的なこともあります。文部科学省か

らも、電子書籍を推進するように、市立図書館に電子書籍を導入して、パスワードのよう

なものを全部の小中学生に配って推進するようにということも来ていましたので、そちら

は私ども考えていかなければならないと思っている状況です。 

 

●大谷委員 

その件で違う切り口から。もう少し大きいところからで、みなさんもよくお話されてい

るのですが、私も実は個人的な見解として、実は教育の現場にＩＣＴを導入することにつ

いては、大いに賛成しているところです。ただ、そのＩＣＴを導入するということをしっ

かり明確に分掌していくと、いくつか実は役割があって、例えば学校の教育現場全体にＩ

ＣＴを導入することで、一つは、たとえば先生、あるいは学校の職員としての校務の効率

化が図られて、非常にいろいろなものが軽減されるし、仕事もしやすくなる。もう一つ

は、学校の運営そのもので、保護者の方、子供たちも含めて、ＩＣＴが導入されることに

よって、さまざまな情報が大きく共有できるようになるというメリットがあります。もう

一つは、やはりみなさんにタブレットを持たせて、それで教育をするということで、実は

この３番目については一定の成果があるのかも知れませんが、実はそこに未知数の部分が

非常に多いので、なかなか難しく、慎重にというのは、ずっと昔から実は言い続けている

とこです。もちろん実はそこが一応お金かかるところなのですけれども、図書館、図書室

についても、実は私も同じことが言えるのではないかと思います。ＩＣＴを導入する、電

子化をするということは非常に重要なことだと思うのですが、まず取り掛からなければな

らない、一番大きなところはネットワークをしっかり構築して、システムとしてのいわゆ

る電子化というものをどれぐらい進めていけばいいのか、市長さんがおっしゃられたとう

りで、バージョンアップも何も、今使われてないでしょというＯＳが使われていて、これ

はいくらなんでもないでしょうと思っているところです。確かに一般の図書館に置いて

も、電子書籍っていうのは、まだまだもう少し時代がさがってくると、おそらくライセン

ス料金も下がってくるし、もっと使いやすい時代が来るのかも知れませんが、まだまだ非

常に高額であるというところが、現実のところだと思います。学校の図書館におけるＩＣ

Ｔ化で一番重要なのは、電子書籍の導入以前に、市長がおっしゃられていることそのまま

で、そもそも電子書籍を扱おうとしても、システム自体が成り立っていない以上できない

のだったら、システムをうまく構築していただくと同時に、何ができるかっていうと、シ

ステムが構築されれば、今度は紙の書籍も今おそらくいろんな形で、これさっきどこか出

ていましたけれども、図書は後ろに全部背表紙にナンバリングされていて、どこに何があ

ってとか、どれくらい貸し出しされていてとか、あるいは学校全体とか、市内全体を見渡

した時に、この書籍って一体何冊あるとか、そういうのが全部、システムが構築されれ

ば、おそらく非常に効率化が図られて、司書の方の仕事もおそらく非常にやりやすくなる

でしょうし、今度は先生方からしても、図書館、学校の図書室を使って、様々な形で学力

の向上に繋げるところのいろいろなものが見つかってくるのではないかと思うと、実は私

は電子書籍うんぬんというのは、ちょっと時期尚早なのではないかと思っているところで

す。むしろ、やるのであれば、とにかくシステムをなんとかして欲しいと。そこはお金か

けていただければいいので。なんとかシステムを、やはり全部の小中学校、もっと言う
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と、幼稚園ぐらいまで。幼稚園にこの前行かせていただいて、図書がたくさん置いてあっ

て、この図書はみんなすごく読むんですよ、とか言われているものがボロボロになってい

たりしています。そういう管理とか、効率的に活用することのまず基礎として電子化とい

うところの一番重要なところは、システムとかネットワークの構築ではないかなと思って

いますので、そこはぜひお金をかけて、一日でも早くやっていただければなというのが、

議会の承認もあるかも知れませんけど、お話を聞いていて思ったところです。 

 

●溝口委員 

今の話をそのまま。ちょうど先月ニュース見ていたらと言いますか、実は国からの交付

金が出ているんですよね。公立小中学校の図書費用というのが出ている。それが全国自治

体調べたら50何%しか使われていなかった。交付税に使っていいというものなので、図書

に使わなければならない、とうわけではないですが。袋井がどうかなと思っても、なかな

か分かわからなかったのですが、最近流行りのあの生成ＡＩって便利ですね。袋井市、ど

のぐらいって見たら、一応答えが、21年度ですけど、1億3000万円の交付金が一応名目上

あって、6000万円、47%使っているという、これが正しいかどうか、ちょっと分からない

ですが、そういうお金もあるので、うまく使えば使えるのかなと。今まで他にもっと使わ

なければいけないところがあったり、当然忙しかったりで、こんな形でシステムが正直ず

さんな形にはなっているのかなと。そういうものをうまく使っていただいて、大谷さんが

言われたように、確かにシステム構築は必要かなと思っています。 

あと、資料の36ページに、おもしろいことが書いてありまして、「まちじゅうとしょか

ん」と書いてくれていますね。これ見て面白いなと思ったんです。先ほどあったように、

小学校に本を借りに来たけども、小学校にはなくて、別の場所にあったが、そこに行きづ

らい。だったら、せっかくこういうシステムを入れるのであれば、袋井独自のものとし

て、例えば幼稚園だろうが、小学校の図書館だろうが、市立の図書館だろうが、全ての蔵

書がどこに何があるのかが見えて、それが例えば、子供たちのタブレットからでも予約が

できる。おじいさん、おばあさんもタブレット使って予約ができる。もっと言えば、それ

を翌日とか翌々日に自分の近くの借りたい場所へ届けてくれて、そこに借りに行けると

か。せっかくシステム化するのであれば、デリバリーが大変だと思うのですが、それをや

れば子供たちも自分の近くで本が借りられる。例えば、コンビニが袋井市の仮想の図書館

になっていて、そこで貸し借りができる。自分で予約すれば多分そんなことができたら、

子供たちも楽でしょうし、将来もっともっと増えてくる年寄りの方ももっと図書館とか本

になじめる。ここに書いてあったので、「まちじゅうとしょかん」っていうのは袋井のや

り方としていいかなと。立派な図書館だって、観光に役立てるよりもっと素晴らしいもの

ができるんじゃないかな。システム化のひとつはそこらへんかなと思いました。 

 

●大場市長 

はい、ありがとうございます。教育総合会議の一つの目的といいますか、今日冒頭のご

あいさつの中でも、法に基づいて、教育のみなさんと市長が一つの合議体を持って情報交

換する。大きな目的の一つは、教育側と行政側がリンクをして予算を行政がきちんと確保

しなさいということだと思います。教育の内容そのものに関しては、わたくしたち行政側
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が直接入り込むことはある意味できない部分もあって、これは一線を画する部分があるの

ですが、とはいえ、予算に関してはですね、行政側に市立小学校、中学校の場合にはそれ

を託されていると、要は金を出すのは行政、それを使ってより良い教育をしていただくの

は、教育員、教育委員会であるということなので、教育委員会のみなさんと教育委員のみ

なさんと、こうして情報をすり合わせて、それって必要だよねと思えば、行政側がしっか

りお金を出して必要な予算措置をして行くということ、これが大きな目的の一つだと思い

ます。そういうことからしますと、今おっしゃっていただきましたような、システムに関

してきちんとお金を出していく、用立てをして行くということは一つの役割だと思って、

今お話を伺いしておりました。確かに、先ほどお金の話が出て参りました。1.3億円のう

ち、6,000円使ってという話がありました。何か使ってない予算があるかのような印象を

受けましたけれども、おそらくＡＩが何かいろいろな情報を出したんだと思いますけど、

使える予算は使わせていただいて、もうカツカツの状態でもうない、米櫃をもうひっくり

返しても出てこないぐらい、実はお金をいろいろなところに使っている状況でありまし

て、そうした余力がないために、この30ページの図書館システムの状況にみられるよう

に、システム更新が出来ずに今日まで至ったという状況であります。大谷委員さんからお

話がありましたように、タブレットの配布は済みました。もう２年半前以上、もうすぐ３

年になりますけれども、一人一台のタブレット配布が完了して、教育にさまざまな形で使

われているという状況で、みなさんご案内のとおりでございまして、それを有効に活かし

ていかなければならないということで、学校そのもののネットワークの環境、それはかな

り充実してきているのかなと思います。国からも予算を頂いて、そうした整備が進んでい

るという状況でありますけれども、残念ながら、システム化が図書館にいっていないとい

うことであります。この図書館システムに関しては、本当に立ち遅れた状態ではあります

けれども、今あの溝口委員にもお話しいただきましたように、様々な可能性や仕組みが世

の中には存在していて、お金さえ出せばいろんな便利な環境も整うし、溝口委員におっし

ゃっていただいたようなデリバリーシステムのようなものが、現実的には可能ではありま

すけれども、用立てる原資をいかに確保するかというところでございます。図書館もそう

ですし、教育委員会側もそうですけれども、いろんな形で有効な教育予算を適正に配分す

るという中において、図書館が後回しになってきてしまったことが非常に大きな反省点だ

と思います。けれども、これから、改めて今日の協議なども含めて、しっかりと私自身も

先ほど申し上げましたように、予算の確保をしっかりしながら、必要な、時代にあった図

書館システムであったり、ネットブックも含めて図書を閲覧できるような環境を模索でき

るといいなと思っております。とにかく予算の確保ということが、もう本当に切実な課題

でありまして、そうした中で図書館、担当の方は、なけなしのお金を工面しながら頑張っ

てくださっているというところであります。そうした中において、22ページに、ちょっと

デジタルとは離れますけれども、本を読むことが好きだと答える児童生徒の割合が、令和

４年度の数値が出ております。分かりやすいのがこの右側のグリーンのグラフに、参考と

して県との比較が出ておりまして、袋井市の小学校では、県の65.2％という数値に対して

79.1％、中学校においては60.3％という県の数値に対して74.5％と、本を読むことが好き

だって答える生徒が非常に多いんですよね。これは素晴らしい事だと思っております。ま

ず本を読むことが好きで、なおかつそこから図書の世界をより広く広げていってもらう、
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より深く本の世界に入っていってもらう、図書館との関わりをより多く知ってもらうって

いうことが非常に大事だと思っております。こうしたこれまでの教育委員会や、そしてま

た様々な保護者も含めて、子供たちへの働きかけの結果、こうした良好な数値になってい

ると思います。今縷々、私自身もお話をさせていただきました、デジタル化との兼ね合い

もありますけれども、デジタル化とリアルな本との接点もいろいろな形で広げていく必要

があろうかと思いますけれども、電子書籍のお話にも続いて結構ですけれども、この本を

読むことが好きだと答える子供たちが多い中、より一層本に親しむ機会を増やすために、

電子図書以外に何かありますでしょうか？ 

 

●鈴木委員 

電子図書は、ちょっと置いて。さきほど、図書館員の方が訪問してっていう、不登校と

か、教室には入れない子について、私はすごく心に残って、やはりその子たちにとって図

書室っていうところが居場所になっていけるといいかなと思っています。この本好きの子

に対して、読み聞かせを自分もやっています。今、地域の方たちもいっぱい入っているん

ですが、以前に比べて、保護者の読み聞かせへの参加、それは時間的な問題もあるんです

が少なくなっているので、そこもちょっと増やして行く努力したいなと思うんです。そこ

に地域のボランティアの手を借りて、やはり本に触れさせる時間は必要なんじゃないかな

っていうふうに思いました。あと、システムの話についてですが、学校図書館で10年、20

年ぐらい前は、まだバーコードは入っていなかったんです。一生懸命、その頃、10年から

20年前、私が最後の退職間際ぐらいの頃に、このスクールプロというシステムが入り、全

部図書館の担当の方たちが、バーコード処理して、パソコンで管理をするようになって、

カードがなくなってきたと思うんですが、ただその時にも、本当は全部の学校をつなげた

い、図書館につなげたいっていう希望がずっとありました。図書館とつなぎながら、どこ

でも本が見られるというシステムを構築していくというところまでやっていただきたい。

ただ、インターネットにつなげるだけではなくて、やるならば一元的に貸し借りができる

ところまでやっていただけたらと思います。そうすると、地域の方も、さきほど「まちじ

ゅうとしょかん」ということで、地域の方が学校の図書館に読み聞かせにも来るし、そこ

に居ることができれば、居場所がない子がちょっと図書室に行って本を読もうかというこ

ともできるんじゃないかなと思います。子供が遠くの図書館は行けないのと一緒で、大人

も年をとってきた人たちも、図書館に行くのが大変になってきたら、特に離れているとこ

ろはそういうような感じにしていただくといいかな。やはり子供が読書好きになる、本を

好きになるためには、周りに本をあふれさせる必要があるのだけども、今子供たちの環

境、家庭でも本を読んでいる環境ってなくなってきています。私たちも、電車に乗って一

番わかると思うんですが、昔はみんな本読んでいたのに、今みんなスマホをいじっている

というように、本を読んでいる人は本当に数少なくなっているのですが、市立図書館は大

人、いろんな世代の人たちが楽しんで行けるし、本が取りやすい、すごい楽しいなとか、

分かりやすいなとか、今、実際に図書館に行っても本を探すのがすごい大変なんです。そ

ういうような環境を作ってあげることも、やはり読書好きの方のためには必要です。昔は

一カ月に４冊本に触れた子っていうのが、読解力とか学力の面で境目と言われていまし

た。だから、それ以上たくさん本を読んでいて、本読めば読むほどいいのかというと、そ
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うではなくて、やはりそのぐらいに１週間に１冊ぐらい読める。昔はあの教室で、必ず１

冊読みかけの本を置いておきなさいって言っていましたが、今はそういう環境は子供たち

になくなって来ているのですが、ぜひ本に触れる、地域の大人の方も、そこにいられると

いいかなと思います。独立図書館的なものが、学校図書館が地域の図書館というか、まち

なかの図書館みたいな環境が作れたらいいかなっていうふうに感じます。 

 

●吉田委員 

鈴木委員に付随する形なんですけれども、やはり学校の中で教室に入れない子っていう

のがある一定数いまして、そんな子たちも図書館ならいられるというようになれば、教室

復帰の足がかりもなりますし、そのためには、地域の方がデリバリーシステムなどで訪れ

る、そこに行けば誰かがいてくれるっていう居場所づくりっていう意味がすごく大事にな

ってくると思うんですね。システム構築とかってわりと目先に思えるんですけど、まずは

図書館のあり方っていうのを包括的に考えて、例えば図書館の機能では、様々な年代にア

クセスできるという大きな特徴があると思うんですね。その特徴を活かせば、交流の場が

生まれる。交流の場としての図書館というのを設定した上で、「まちじゅうとしょかん」

として学校図書とか、そういった大きな図書館のあり方を考えた上で、貴重な予算を振り

分けるっていうように考えてもらえたら嬉しいなと市民として思います。 

 

●大場市長 

 出会いの場、居場所といった図書館の機能ですよね。それが出会いの場が、ただ単に学

校内にとどまらず、社会における出会いの場であり、居場所であると。非常に価値あるご

提言をいただきました。何かそのあたり、事務局の方からございますか？ 

 

●大谷委員 

さきほど吉田さんがおっしゃったことの中で、そこだ、と感じるところがありました。

何かって言ったら、そこに誰かいるっていうことはすごく重要なことで、さきほどのシス

テムの話もそうですし、地域と何かをつなぐということもそうなんですけども、やはりそ

こにいわゆるマスターになってくれる人が、とにかく常駐していない限り、さっき市長

が、今この本が好きな子がたくさんいて、袋井市すごいねって言っていたんですけども、

実はその返す刀でこんなこと言っちゃいけないんですけれども、多分、そう言うつもりで

載っているかどうか知らないんですけど、これ見てみると、図書の貸出冊数の問題がどこ

かにありましたよね。26ページ、27ページ。自分が好きだって言っているわりには、全国

平均から見たら、下手したら学校によっては全国平均の１割にも満たない冊数しか貸し出

していない学校があります。例えば、ある中学校では１年間の１人当たりの貸出冊数0.4

冊ということで、もう１人１冊も借りてないような状況です。これは、本が嫌いとか本離

れということではなくて、やはり実際は本が好きな子が多いと思うんです。市長がおっし

ゃったとおりで、今までやはりすごく地道な取り組み、いろいろ読み聞かせなんかも含め

た、特に未就学児とか、お子さんに対する取り組みをすごく一生懸命やってくださって、

今度は就学すると自分たちが図書館に行って好きな本を読みたいから図書室に行く、図書

館に行く、図書館は司書さんがいて、学校には本来は司書教諭がいて、行政によっても違
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いがあるかも知れませんけれども、図書室に行っても閉まっているとか、誰もいないから

借りにいこうと思ったら、閉まっていましたとか、借りようと思ったら、司書の方がいな

かったので借りられませんでしたっていうパターンが、実は袋井は多いのかなと思ってい

るところです。おそらく本が嫌いなわけじゃないのに、貸出冊数がどう考えても、やはり

全国平均から見ても少ないところを鑑みると、おそらく貸出が出来る環境が整っていない

のかなと思います。それは、おそらくシステムの構築とか、蔵書数が云々とかっていうこ

とではなくて、それをちゃんと扱って、ちゃんと子供たちにしっかり渡せるシステムを使

う人間、あるいはその本を管理する人間、地域をつなぐ人間っていうところの司書さんの

存在っていうのは、多いか少ないか分からないですけども、もしかしたら、学校の図書室

にいる司書さんがいる日数が、実際に比べたら他よりも少ないのかなっていうのは、これ

を見て思った感想です。予算の話になってしまうと、予算っていうものは、おそらく限ら

れた予算であり、どこからか引っ張ってくるのが難しいということではなくて、おそらく

どこにプライオリティを置くかっていうところなのかと思います。せっかく市として子供

たちの本を読む環境を整えるということに対して、かなり心血を注いで、これだけのいろ

んな取り組みがなされて、結果として、本を好きだという子供達が増えているとするなら

ば、今ここは道半ばのところが、おそらく今まであの水道で言えば10mm管だったところ

が、一生懸命頑張って50mmまで太くなったんだけど、最後の出口の蛇口の所が非常に細く

て、水がちょっとしか出ないので、本を借りたいと思っていても借りれない子が増えてし

まって、そこがまた本離れに繋がっていくのであれば、最後の蛇口にあたる部分の水がザ

ッとちゃんと出てて、水がすごくで来てよかったねっていうのと同じように、図書室に行

ったら本が借りられて良かったねとか、司書の人に色々教えてもらって良かったねとかっ

ていうことを作っていかないと、おそらく本好きとか、あるいは未就学児が小学校に上が

って、中学校に上がって、その後我々も手が離れて行くかも知れませんけれども、今度生

涯学習の中でずっと一生を通して本を読んで教養を深めていく市民を作るところに向け

て、小学校、中学校のところが、もしかしたら借りるってことに対してすごく手薄になっ

ている可能性があるので、そこは調べていただいて、もしそうだとしたら、ぜひそこにし

っかりと予算をつけていただいきたい。司書を配していただく。司書っていうのは、僕が

行っていた大学では、大学でも教員の養成とか、あるいは学芸員の養成などと並んで、司

書ってすごくたくさん養成していた大学だったので、だからやはりさっき言った教員にし

ても、学芸員にしても、司書もやはり図書というものを通じて、人を教育していく立場に

あり、わざわざ大学に行って資格を取ってという立場の人なんですから、そういう人たち

はやはりしっかり加配していただくことが、本来我々が目指すべき教育の在りようではな

いかと思います。ぜひ市長にはそこのところ優先順位をちょっとでも上げていただけない

かなっていうのが、教育委員としての個人的な意見です。 

 

●大場市長 

ありがとうございます。 

 

●鈴木委員 
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たぶん学校司書は、今全然配置されてないと思うんですが、小中学校、昔は図書委員が

貸し出しをしていました。今もそうだと思う。そのような感じだから、昼休みの一定の時

間に貸し出しで、たぶん、各学級にある本はこの貸出冊数には入ってないんじゃないかな

って思うんです。学級に置いてあるのもあるし、中学校も先生によっては学級文庫を作っ

てらっしゃる方もいて、そこで貸し出すっていうのは、これよりも実際はもうちょっと多

いかなっていう気がします。ただ、中学生に聞いたら、図書室行ったことないっていう子

がいました。なんでって言ったら、アニメと恋愛小説がないからだっていうことで言った

んだけど、いや、そんなことはないよ、本はいっぱいあるよ、っていう話をしたんです

が、そもそも小学生は、授業の中でもやるし、多分今の時期は、みんな夏休み用の本の貸

し出しをしに連れて行かれて、本を２、３冊借りてくるんじゃないかなと思いますが、そ

ういう経験は少ないので、司書がやはり常駐していただくってことは必要なんですが、さ

っき。それが予算的に無理だったら、さっき言ったボランティアでもいいので。中学生と

の話をしたら、朝登校した時に図書室が開いていると嬉しいなんて言う話もしたこともあ

ります。誰かしらそこに、ボランティア的にいれば、まずそれを取っ掛かりに、本来的に

司書がいていただくっていうのはいいんだけど、１週間に１回図書館から来ていただい

て、サポーターの方が今年がいなくなってはいると思います。 

 

●大谷委員 

サポートでもとにかく人がいることが大切だと思います。お金がないからですかね。 

 

●袋井図書館長 

サポーターが行っていた分は、図書館から行っているので、そこで時間数が減っている

ということはないです。むしろ、夏休みとか冬休みの長期休みの図書館からは出向いて行

けるので、その分は時間的に増えているんですけど、週１日だけっていうのは昨年度と変

わりはないです。他市と比べても少ない現状です。 

 

●溝口委員 

学校によって取り組みが違うんですかね。僕もすごく気になったのが、小学校の中でも

例えば割と高い比較的貸し出し数が多かったりとか、小学校に関して、例えば２倍、２．

５倍ぐらいの開きが、中学校行ったら10倍ぐらい開くことがあって、学校によって違いが

あるっていうのは、たまたまそこに本好きの子供が集まったというよりは、おそらくなん

か学校の取り組みなのかなって気もするんですけどね。 

 

●学校教育課長 

おっしゃるとおりです。学校によって取り組みは違うので、あと図書館担当になった教

員がどんなことをやるかによっても若干変わってくるという状況があります。 

 

●大谷委員 

結局、司書教諭ではなくて、普通の教員の方で、図書館を活用しようと思う気持ちがあ

る人が色々取り組みしたりするということですよね。 
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●学校教育課長 

図書館担当の考えもありますし、もう一つはその日課が関係していますね。そういった

子供たちがあの本を借りに行きやすい日課になっていたと。 

 

●大谷委員 

そういう突っ込み要素があって、全然違うというのはまずいですよね。全国平均と比べ

て。 

 

●大場市長 

大谷委員が最初に言っていただいた、本好きの子がいるのに、こんなに平均値が県と比

較して高いのに、実際の貸し出し数が、全国平均と比べて乖離が非常に大きいと、まさに

ここが課題でありまして、これをどんな形で解決できるかっていうところが、大きな一つ

のポイントだと思います。そうした中において、学校司書の話なども、31ページにありま

して、他市町と比べても、いろんな仕事内容を考えるとやはり足らないというのはもう明

らかであります。そうしたこともコストに絡んでくることであります。そうした学校によ

る差、そしてトータル的にも貸し出し数が伸びていない。予算も限られているという状況

の中、取り組んで、図書館が中心となって取り組んでいただいているのが、先ほどからお

話に出ています「まちじゅうとしょかん」であったり、基本となる「袋井市子ども読書活

動推進センター」、これを立ち上げていただいて、図書館のスタッフが学校の図書館に出

向いて行って、さまざまな情報を提供する。子供たちの興味を引き出すように活動して行

く取り組みをしていく、そういうことによって、各小中学校での差もできるだけ解消して

いこうと、なおかつ学校の負担を減らしていこうという、大変涙ぐましい努力をしている

ところであります。38ページに、この「袋井市子ども読書活動推進センター」とはなんぞ

や、ということを図示したものがございます。この活動は今年の４月からスタートしてい

ただいて、重複しますけど、貸出冊数を増やし、小中学校の格差を減らして、図書に対す

る興味関心を引き出そうという取り組みが、非常に大きなステップになるのではないかな

と思っております。こうしたことは、本当に予算の確保というのは、私たちに課せられた

大きな課題でありますけれども、それはそれとして頑張るとしてですね、なしでも、こう

した活動もしてもらっていることは、本当に私としては感謝もしておりますし、こうした

活動が充実していることが、子供たちの本が好きだということを、さらに実質的なプラス

につなげていけると思うんですけど、この部分ちょっと私の説明では足りないので、ＰＲ

をしていただいて、どんなことを目的としている活動を始めたかっていうことをちょっと

補足していただきたいと思いますが、どうでしょうか？ 

 

●袋井図書館長 

「袋井市子ども読書活動推進センター」が、今年から全校に職員が行くようになったん

ですけど、昨年は小学校２校、中学校１校で、試行という形でやらせて頂きました。その

中の取り組みとしましては、39ページから載っているんですけれども、まずは子どもたち

への働きかけっていうことで、昼の放送で本の朗読をして、例えば詩を読んだりですと
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か、あと長い物語を毎週毎週行くたびに続きを読んでいくっていうようなことをやったり

ですとか、お昼休みに読み聞かせをしたり、中学校ではブックトークという本の紹介をお

昼休みにさせてもらったりというような取り組みをしています。もちろん紹介した本は図

書室で借りられるようにしております。ただ、全員分は本がないものですから、市立図書

館から少し補充をして、なるべく多くの子供達に、興味を持った子が借りられるように、

ということで準備はしております。こういった取り組みをしておりまして、例えば中学校

でブックトークをやると、面白そうだから借りてみたいなって言う子がいたり、小学校の

子供達は今日は何を読むのって言ってきたりとかっていうように、楽しみにして待ってい

てくれる姿っていうのが見て取れるということも報告で受けています。また、やはり整備

という点でも、なかなか古い本がそのままであったりですとか、おすすめの本なのに、古

いままで買い替えが進んでいなかったりっていう状況がありましたので、図書室が魅力あ

るものになるように整えて行ったりとか、先ほど鈴木委員から言われたように、学級文庫

というのはどの学校にもありまして、それも実は４月に設置したら、３月まで同じ本なん

です。そうすると、もう子供達の中では景色になってしまって、なかなかこう手に取るっ

ていうところにもいかないので、２ヶ月に１回ぐらいは入れ替えをしたいっていうこと

で、今なかなか入れ替えするのも大変なんですけれども、入れ替えをして、いつもこう新

鮮な気持ちで本に向き合えるようにっていうように手をかけている状況です。このよう

に、やはり子供たちの周りに本があるけど、やはり魅力的な本がないと、子供たちもある

だけでは手に取らないので、ここが面白いよ、こういう本があってねって、おばさん、こ

れ好きだよっていうような形で、子供達に紹介すると、じゃあ読んでみようかなっていう

ように思ってくれるので、やはり本があって、人がいて、さらにシステムがあると、三角

形がうまく回って読書活動というのが進んでいくかなと思います。今、センターに職員が

行っているんですけれども、やはり本の登録にもすごく手間がかかってしまっている状況

ですので、そこも解消していけば、もっともっと子供達に向けた取り組みというのが進ん

でいるかなというように思っています。 

 

●大場市長 

ありがとうございます。先ほどからいろいろな図書館、そして市の図書館、学校図書

館、そこのさまざまな取り組みが一体として、良い魅力を出していこうという話がありま

したけれども、そうした中に、大谷委員、鈴木議員、吉田委員、溝口委員からいろいろア

ドバイスいただきましたけれども、出会いの場であったり、開館の時間の問題であった

り、ボランティアの人たちに、より積極的に参加していただくとか、そうしたことも盛り

込まれていくと、お金がないところに、よりプラスの魅力が出てくるのかなと思います。

本当に予算の確保が改めて大事だなと思って伺わせていただきましたけれども、他に何か

本により多く触れて、なおかつ貸出冊数であったり、それが子供たちの読解力につながっ

ていけば、なお良しということなんですけれども、そういったことに向けての何かアドバ

イスであったり、感じるところがあればお聞かせいただければと思いますけど、いかがで

しょうか？ 

 

●溝口委員 
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さっきもちょっと出たんですけど、幼稚園を何か所か回らせていただきまして、やはり

今幼稚園の問題、就学児童といいますか、子供さんが減ってくる。すごく立派な広い幼稚

園があっても、使っているのはこれだけだとか、先ほども人が集まる場所っていうのがあ

ったんですけど、うまく幼稚園の一角を、幼稚園にある図書をもうちょっと増やしたりし

て、市民がどなたでも入れる、お母さん、お父さんが早くから来て、子どもの本を探して

借りて行けるとか、年寄りの方がいてくれて、休みながら本を見ながら子供たち眺めてく

れるとか、だんだんそういうことやっていかないと、幼稚園の存続というか、幼稚園のあ

り方というのも難しくなってくる。それがだんだん小学校にも普及してくれる。次は、小

学校を見なければいけないとか。そういう広い見方をぜひ今考えると嬉しいなというよう

に思います。教育長さん、そのあたりどうですか？より広く社会との接点とか、施設をよ

り有効に生かしてとか。 

 

●教育長 

ちょっとその前に、話が重複して申し訳ありません。「袋井市子ども読書活動推進セン

ター」が、今年度から本格的にやり始めまして、昨年度は３校でモデル的にやって、これ

だったら大丈夫だろうということで、本年度は本格的に、16の小中学校と公立の園にも図

書館の職員が行ってくれています。実はどんな状況かっていうことと、司書の職員と話す

機会を持っていまして、図書館に勤める方々とも、この間、私と部長と教育監３人でざっ

くばらんに色々話ししましょうと言って、管理職がいると話しにくい、だから管理職がい

ない場で、その実際、図書館で働いていただいているみなさんとお話をしました。学校に

行ってやっている取り組みについては、自分たちも自負を持っていて、なんとか学校の図

書館をもっと良いものにしたいと思っているという気持ちがあって、子供達にいっぱい本

を読んでもらいたいと思っています、っていうことで、すごい熱意を持ってやってもらっ

ているんですけども、いかんせん条件、環境がひどすぎますという話が出ます。このシス

テムもそうですし、それからやはり本の蔵書が、なんでこんな本がまだあるんですか、と

か、なんでこんなボロボロの本をとってあるんですか、という状況でして、しかも私たち

の目から見ると、なんでこんな本を買っているんですか、というものもあるというので。

やはりもっと環境を整えないといけないなということを盛んに言われました。それもう一

つと、あとやはり私たちが一生懸命やっていますけど、市図書館の仕事をやりながら、学

校の図書館の仕事をやるっていうのは結構大変です、と言われていて、僕らが良かれと思

って始めたんですが、ある意味属人的な努力におんぶにだっこしてしまっていたなという

ことをすごく反省しました。だから、できるだけ効率的に行うためにも、システムもそう

ですし、非常勤の職員を増やすような算段をしないと、今の「袋井市子ども読書活動推進

センター」がパンクしてはいけないなと思っているのが正直なところです。ですが、すご

いいいことやってくれていると思っているので、これをなんとか継続して行きたいなとい

うように思っています。実際に学校の方で、ある学校ではすごい歓迎というか、子供たち

がわくわくして待ってくれている。今日はこの本を読むよっていうと読み聞かせのところ

に、ものすごいたくさんの子供が集まってくれているっていうので、実際の効果はあるな

というように思っています。それで、もう一つの課題は、実は図書館のその人たちが言っ

たのは、学校に入って行くのにハードルが高すぎますって言われまして、学校って閉鎖的
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なところだから、部外者が来るとアウェー感が満載ですって言われたので、それはもう申

し訳ありませんということで、教頭会で激を出しました。何ということだと、もっとウェ

ルカムでやってくれっていうように言いました。ですが、ことほど左様にやはりまだ始め

たばかりなので、まだまだ認知度が低いところがあると思いますが、やはりちゃんと仕組

みなどを整えてあげないと、この芽が育っていかない、花が咲かないかなというように思

っているのが正直なところです。あと、溝口委員がおっしゃった、施設の有効利用という

のは確かに一理あるなというように思っています。今の幼稚園の状況が、おそらく小学校

にだんだん来ると、小学校で空き教室、何なりというところはやはり現実問題として出て

くるんだろうなというように思っています。今の状況で言うと、なかなか放課後児童クラ

ブが学校に入っているので、今、実際に空いているところはないですけれども、図書館の

ところをもう少し充実させるというのが、一つの方策として、開かれた教育課程と言って

いるので、社会地域の人たちに、一部を担ってもらう仕組み、まさに共創のまちづくりみ

たいな所を図書館でも実現できるといいなというように思って、それが「まちじゅうとし

ょかん」に繋がればいいな、というように伺って思いました。 

 

●大場市長 

はい、ありがとうございます。 

 

●鈴木委員 

この読書推進センターについては、この前広報でも載っていましたが、読み聞かせは自

分も地域の人達入れてたくさん参加していただいて、その部分は任せたりして、図書館の

人が、司書の人が、司書でなければできないっていうところに注力する。昼休みとか大変

だけど、読書の時間、朝なりに行ける人、行けない人もいますが、退職した人だったら昼

でも行けるので、そこをうまく構築してくれたらと思います。アウェー感は地域の読み聞

かせの人たちが行っても感じているのは確かなんです。図書館が地域に開かれてっていう

んだけど、もっとオープンに入っていけるといいねっていう声はいっぱいあります。自分

で出てみてそう思いました。 

 

●教育長 

話し合いの時に、一人の人から、あなた何しに来たの、っていうようなオーラを感じま

すって言われまして、本当に申し訳ありませんって謝りましたけど。 

 

●教育部長 

一点、数字的なところで補足をさせていただくと、資料のP.42、43。参考資料として、

42ページには、上の段に令和４年度、下に令和５年度で正規職員、それから通年のパート

職員、短期のパート職員の人数を載せてございますが、令和４年度に合計で、正規が５

名、通年が13名、16名という体制で、３つの学校で読書活動推進センターを試行をし、令

和５年度には、先ほど教育長が言ったとおり、16小中学校、プラス幼稚園に拡大をしてい

るんですが、その時にですね。実際、その現場に行っていただく通年パートの人数を増や

し切れてない中で、いざやってみた中で、現場のいろんな職員の意見を聞いてみると、こ
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の方々はやはり本が好きな方々で、子供達に読書の機会を与えようということで、すごい

熱意を持って行ってくれているんですが、現実と仕事量の具合が合ってなかったなという

のが今の現状です。下の43ページには、全体の職員の人数の比較も載ってございますが、

図書館自体の職員の正規の人数が少ないという現状も、改めて充実を図っていくには、こ

うした数字的な根拠もあるものですから、マンパワーの充実っていうのも合わせて行う中

で、せっかくいいことをやっているにもかかわらず、その方々が疲弊していかないような

体制も作っていきたいなということで考えています。ぜひ、みなさんの応援といいましょ

うか、お考えで、この事業の後押しもしていただけたらと思います。よろしくお願いしま

す。 

 

●大場市長 

はい、ありがとうございます。アウェー感の話ですが、先週でしたが、軽トラックが校

庭にツッコんだということがあったり、昔の話でいけば大阪の池田小学校、あれ以来、門

を閉ざすようになったりとかですね。あと不審者情報みんな寄せてみたいな、大人と見れ

ば不審者と思えぐらいの、なんとなくそういう雰囲気が社会にあること自体も、社会の疲

弊した部分、これが学校教育の中にも呼んでしまっているっていうのは、本当に残念だな

と思いますし、そういう状況からなんとか出したいなと思っているところで、そのために

はやはり社会全体が平和になり、また、子供の教育に、よりよい環境にならなければいけ

ないと、これは大人の務めでありまして、そういう環境を望んでいくわけですけれども、

ぜひ、子供達が直接触れる環境、それにおいては、今言ったようなあの安心して過ごせ

る。また、それによって大人が学校に入ってきたら、みんなで迎えてもらえる、もちろん

教職員も含めて、誰もが気軽に学校に入れる。また、いろいろなボランティア活動も、ま

た行こうと言う形で、お互いにいい気分で出迎え、また対応してというような環境ができ

るといいなと思っております。社会環境的には難しいですけど、ぜひ袋井市内において

は、それを推進して行きたいと思ってるところであります。ちょっと時間が少なくなって

きましたけど、この前ですね、図書館について、また、本に対する話をしているとき、ち

ょっと面白い話題が出たので、委員のみなさんにも考えていただきたいなと思うんですけ

ど、本を読むことのメリットみたいなものは、そもそもなんだと。例えば、私などは本が

好きというか、大人の多くは本に触れることで読解力が増すとか、そうすると、結果とし

てこういう成果のために、生きて行く上のプラスになるからみたいなことを求める大人が

いる一方で、例えば、館長はそうではなくて、本そのものが好きになってくれることが、

人生を豊かにするんだっていう方もいるし。本を好きになるってなんなんだろう、みたい

なこと。実は私、そんなことを思うようになりました。それを一つ考えてみるっていうの

も、答えがないとは思いますが、それを考えてみることでも、またいろいろな子供が本好

きになるきっかけも得られるでしょうし、より図書館利用ということで、より深まった議

論ができるんじゃないかなと思うんですけど、そのあたりでどうですか、みなさんに感じ

るものってありますか。なぜ本を読むのか、なぜ本を好きになって貰いたいのか。 

 

●鈴木委員 
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私は、色んな世界を見る、いろんな生き方を見る、いろんな考えするというのが、私

は、楽しいです。だから、いろんな人もいて、情報的な部分を求めて本を読む方と、文学

的な部分とか、色々いると思うんですね、自分は文学的な部分というなんです。 

 

●大場市長 

なるほどね。一つのテーマでも結構みなさん違うと思うんですよね。色々あるなと思っ

て、この前も聞いていましたけど、吉田委員はどうですか？ 

●吉田委員 

私は大人になってから、実用書しか読んでないので、本当に知識を得るためなんですけ

ど、子供の時はやはり疑似体験ができる旅行に行った気になるとか、ありえない状況を投

影して感情を味わうみたいな、そういうところが好きでした。 

 

●大場市長 

子供たちもやはりいろんな子供たちがいると思うんですよね。その本が好きって、さっ

き出てましたけども。それを考えるだけでもいろんな可能性があるんだろうなと思います

けどね。他に何か今回、図書館、本関係、これをぜひ言っておきたいみたいことがあれば

お願いします。 

 

●鈴木委員 

自分が教職終わりごろの退職間際ぐらい、だから10年ぐらい前の子供達から、読み聞か

せに集中できない子が、一年生に読み聞かせをした時に、集中できない子が出てきたな

と。幼稚園も同じような状況だっていうので、その子たちは図鑑に行くんです。今、図鑑

のブームで、いっぱいあるんですが、変な生き物とか、怖い生き物とか、図鑑とか迷路み

たいなところに行くので、多分それは家庭でもそういうテレビにしろ、ゲームにしろ、そ

ういうことに触れてきだした世代からかなって思うんですが、ここで地道にファーストブ

ックからずっとやって、それってとても大事じゃないかなっていうのをすごく感じた時が

あります。図鑑の面白さはあるんだけど、絵しか楽しまない、図鑑って、絵と写真とか、

ともにそこに説明がありますが、知識を広げていくっていうところまでいかない。だか

ら、ちょっと子供が変わってきたなということを感じました。ちょっと前ぐらいから。 

 

●大場市長 

山本教育監、そのあたりってどうですか？ 

 

●教育監 

読み聞かせが始まった頃、読んでる人の呼吸と子供たちの呼吸が、息するタイミングが

一緒になったりね。こうぐっと世界がひとつになるなっていう感じがして、すごいなと、

高校生ぐらいでもそうなることがあったりすると、すごいなと。技術もあるでしょうけど

も。鈴木委員が言うように、多少やはり集中力が欠けている子がぽつぽつ見られるように

なっていて、そこに入れない子がいるんじゃないかと、そこの雰囲気の中に別に嫌ってる

わけじゃないんだけど、入っていけない子がいるのかなっていう感じはします。 
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●大場市長 

やはり、ひとつ読み聞かせをとってみても、社会の変化だったり、時代の変化っていう

のがあるわけですね。 

 

●教育監 

子ども自身がやはり発達系の凸凹がはっきりしてきたっていうのもあるのかも知れませ

ん。 

 

●大場市長 

確かに。時代といえば、ビブリオバトルとか、ここ数年でしょうか。10年はいってない

かなと思うんですけど、出てきまして。読書に親しむって意味で一つの手法として取り入

れられて来ていますけども、ビブリオバトル以外に、何かこの時代とともに、こういう方

法で本好きを育てようとか、そういったものって何かあるんですかね？ 

 

●教育部長 

今年もどこか中学校で。 

 

●袋井図書館長 

ビブリオバトルは、袋井南中と浅羽中で、今年もやりますよと言ってくれています。あ

と、袋井中学校ではビブリオバトルと一緒に、夏休みに本の紹介ポップを、子供達にこう

作ってもらって、それを図書室に飾るっていうのもやっているという、色々中学生が興味

を持ちそうなことやってくれています。私もコロナがだんだんおさまってきたので、子ど

も司書講座というものを図書館でやろうと思って、司書のお仕事体験しませんか、という

ことで、小学生と中高生の部っていうことで募集しています。中高生はそんなに来ないか

なと話をしていたんですけど、意外にも中高生の申し込みが殺到していて、抽選しなきゃ

いけないか、回数を増やすかどうしましょうということで、さっき出てくる時に相談をさ

れたんですけど、やはり興味がある子供たちはいて、そういう「コト」を求めている子も

いて、そこから図書館の仕事に興味を持って、本にも興味を持ってくれないかなというこ

とで、今年はやってもいいかなっていうことで始めるようにしたのですが、ポップを作っ

たりとか、そういった司書の仕事っていう面から本を好きになったりとか、という取り組

みはいろいろやっております。 

 

●大場市長 

ポップは、やはり全国的に本屋さんの販売売上にはかなり貢献してるみたいですけど

ね。 

 

●鈴木委員 

ポップは、小学校の３年生ぐらいから、ポップを作ろうっていう教材が出て、けっこう

作っていますね。 
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●袋井図書館長 

帯を作ったりとか。 

 

●大場市長 

いいですね。 

 

●鈴木委員 

要約と兼ねてポップとかね。 

 

●大場市長 

そういった興味をひくようなものを積極的に導入していくといいかも知れませんね。 

それではですね、議論ももう出尽くしたかなと思いますけれども、今日お話の中で、や

はりまず本のために予算確保する。本のシステムの為にお金を確保するということとか、

司書の確保ということで、これもまたお金のいることで、本当に改めて予算が、お金が必

要なんだなということを改めて感じました。先ほど私自身が申し上げましたように、この

総合教育会議の一つの目的でもあろうと思います。もちろん必要だといっても、お櫃の米

が増えるわけではないわけですけれども、ご飯が増えるわけではないんですけれども、優

先順位、先ほどお話ありましたけれども、優先順位を考えながら、そうした子供たちのた

めに、未来ある子供たちのために、図書、そして読書に対する興味関心を伸ばして、子供

たちの未来がより良いものになるように、お金を確保しなければならないと改めて思った

ところであります。そして今日は市立図書館、そして学校図書館との関わりなども述べさ

せていただき、ご議論いただきましたけれども、これもやはり関係性を今より強固なもの

にしようという活動も、図書館を中心としてやっていただいています。これをさらに進め

ていくことで、今日も何人かから実際に口に出していただきましたけれども、「まちじゅ

うとしょかん」というような形で、子供たちに身近なところで、本に接することができ

る。また、読むことができて、またいろんな触れ合いがそこにあるというようなことが実

現して行くというのが必要なんだなと。また、図書館にはそういう役割があるんだなとい

うのを改めて感じた次第であります。事務局としても、そうしたことを、より認識をして

いただきながら、お金がかかるものとかからないものと、両方取り組んでいただくという

ことでお願いをしたいと思いますし、今日、鈴木委員からも何度か出ましたけれども、ボ

ランティアのみなさんの力をお借りするということも含めて、取り組み、学校により行き

やすい環境、また活動しやすい環境を作って頂くということも、また教育長を筆頭にお願

いしたいと思っております。そして、今日、議論の話題には出ませんでしたけれども、本

に親しみを感じる子供を作る、また、興味を持たせるために親の関わりってものすごく大

事だと思うんですよね。やはり本に親しむ親の子供はやはり本好きになりますし。特別に

ああしなさい、こうしなさいじゃなくて、親が本に接すれば、それを見れば自然とそうい

う環境に子供がなっていくということもあると思います。それが、本に親しむということ

が、様々な法律ももうできていて、本に親しむことが子どもの情操であったり、様々な教

育にも効果があるということも示されております。そういった上で、やはり家庭環境、親
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の環境、また大人の接し方が、子どもの本好き、本に親しむ姿勢を作ると言っても過言で

はないと思いますので、そういったことも含めて、みんなで考えながら、より良い環境作

りをみんなで一緒にしていただきたいと思っております。教育委員のみなさん方は、その

最先端で、どんな手法を袋井市の教育において実現して行くかということの本当に一つの

最前線にいっていただきますので、これからそうした視点を大事にしながら、本好きの子

供達をどういうふうに育てていくのかということで、引き続き、いろいろな機会を捉えな

がら、お力添えいただければと思っております。あっという間に時間が過ぎてしまいまし

たけれども、引き続きよろしくお願いしたいと思っております。若干ありますけど、なん

かこれだけ、あともう一つ何か言ったそうですが、大谷委員。 

 

●大谷委員 

図書に関して言うと、特にさっき言った文芸の部分で、さっき言ったいわゆる情緒の教

育で、我々どうしても高尚じゃないですけど、ある程度昔のちゃんとしたいわゆる小説

家、歴史的な名前が残る方の小説っていうことだけじゃなくて、もしかしたら子供たちに

関しては、例えば、漫画とか映画とかノベライズでもいいのかも知れないし、さっきちょ

っと出てきたライトノベルでもいいのかも知れないですけども、もっと実は敷居を低くし

てあげてもいいのかなっていうところです。そもそも、本を読むか読まないかっていうと

ころが大事なところで、ある意味で我々の大人の持っている感覚と、小学生とか中学生ぐ

らい、思春期までの子供たちが、特に、本、文芸というものに対しての感覚に、もしかし

たらちょっと差があるかも知れないんで、そこを少し譲歩してあげるっていうか、それで

もやはり本を読んでくれるんだったらいいんじゃないか、というところは、もう少し考え

てもいいかなと思います。さっき、どなたかが言っていましたが、読む本がないと言う子

がいたということですが、中学生が行っても恋愛小説ないということで。 

 

●鈴木委員 

でも、あるんじゃないので、って私は言ったんですけどね。 

 

●大谷委員 

もう古くていやだ、ということだったんでしょうか。 

 

●鈴木委員 

中学に何が入っているか分からないですが。 

 

●大谷委員 

そういうのが知りたいですよね。 

 

●袋井図書館長 

最近流行りの小説もどんどん中学校に入れていまして、推理小説だったりとか、今話題

の本は、もう中学生だと大人の本を読むので、普通に私たちが読むような一般小説が入っ

ています。昔のそれこそ芥川龍之介だったり、夏目漱石だったりっていうことではなく。 
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●大谷委員 

この本を読みたいとか、図書館にはあるじゃないですか。 

 

●袋井図書館長 

リクエスト的なものも受けています。 

●鈴木委員 

携帯小説みたいなものを、中学生は見てるんじゃないかなと。 

 

●袋井図書館長 

それ以外にも、いろいろ面白いことを紹介して行きます。 

 

●大場市長 

はい、ありがとうございました。それでは、議事を終了とさせていただきたいと思いま

す。今日はありがとうございました。 

 

４ 閉 会 

●石黒教育部長 

みなさん、ありがとうございます。あっという間の時間でしたが、最後に市長にまとめ

ていただく中で、親の関わり、それから保護者ですとか、地域のボランティアの参画、そ

うした人の関わりも大切にしたいという話もいただきながら、一番ヒートアップしたの

は、やはりシステムが古いという部分ですが、それが今やもう必需品であるというお話の

中で、そうはいってもシステムだけではなくて、人の関わり、学校図書館へ参画する社会

が大切であるというお話をいただいたりですとか、図書館の機能として、出会いの場であ

ったり、交流の場、それから子供たちの居場所としての機能。そうした「まちじゅうとし

ょかん」的な機能も含めたりという将来性を見据えた中で、今後の図書館を考えていくべ

きだというようなお話にも及んだかと思います。それから、子供達が興味を持つことに取

り組んでいくということも、子供達にとって必要だという意見も後半にもあったかと思い

ます。お話を聞いていて、我々が取り組もうとしている内容が間違いではないという事の

確認が取れたものですから、予算も含めて、事務局で一つ一つこの問題に取り組んでまい

りたいと思いますので、折をみて、今日の状況の実現を、委員のみなさまにはご報告して

参りますので、引き続き、みなさんの応援もよろしくお願いしたいと思います。それでは

以上をもちまして、第１回袋井市総合教育会議の閉会いたします。本日はありがとうござ

いました。 

 

（午後２時50分閉会） 


